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1．はじめに 

我々は、ある自動車学校の現状の業務課題を

改善するとともに、自動車学校利用者の不便さ

を改善することを目的として、自動車学校向け

技能教習予約システムの開発を行っている。現

在、小規模のITシステムにおいても、上流工程

に起因するプロジェクトの失敗が多い。我々は

上流工程の失敗を避けるために、要求・要件定

義工程の進め方を工夫した。 

 

2．プロジェクト概要 

現在、納入先の自動車学校は全くITを導入し

ておらず、インターネットも繋がらない状態で

ある。そのため、職員はもちろん、教習生も紙

ベースで全ての手続きを行っており、教習生か

らは不満が出ている。特に、技能教習予約につ

いては、自動車学校に通う教習生が頻繁に行う

手続きであるため、技能教習予約の利便性向上

は、教習生の利便性向上に直結する重要課題で

ある。そして、事務員は多様な業務を行う必要

があり、各業務作業中に、技能教習予約が入る

とそのために実施中の作業を中断せざるを得な

い状況が発生し、業務効率の低下を招いてい 

る。それに対して、今回我々が開発する自動車

学校向け技能教習予約システムでは、技能教習

予約をシステム化することで、教習生の利便性

を向上させることと技能教習予約に割く事務員

の作業時間を削減することを目指している。 

また、現在、納入先の自動車学校の広告手段

は、複数の自動車学校を紹介するインターネッ

トサイトでの広告、自動車学校への問い合わせ

による資料の送付、筑波大学新聞へのチラシな

どの広告のみである。そのため、納入先の自動

車学校の存在を知らないという人は多い。今回

我々が開発する自動車学校向け技能教習予約シ

ステムでは、PC用のWebサイトを提供して、適 
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切な宣伝活動を行うことで、教習生の増加を狙

っている。 

図1 にシステムの概要を示す。 

 
図 1：システムの機能概要 

 今回我々が開発する自動車学校向け技能教習

予約システムでは、下記の機能を提供する。 

①Webサイト 

納入先自動車学校を紹介するPC用のWebサイト

を提供し、Webサイトからの入校資料のダウンロ

ードもサポートする。 

②技能教習予約機能 

教習生は、自動車学校内に設置されたPCある

いは、自動車学校外のPC、または本人の携帯電

話からインターネット経由で技能教習予約を行

うことができる。 

③教習生の予約状況管理機能 

事務員が事務員用PCで教習生の技能教習予約

を行うこともできる。事務員は、本システムに

よって技能教習予約の状況を管理できる。 

 

3．研究の背景・目的 

プロジェクトの下流工程で、仕様の誤り、矛

盾、漏れなどの仕様に関するさまざまな問題が

よく発生してしまう。これらは、プロジェクト

の上流工程に原因があり、プロジェクトの下流

工程で表面化する問題であることが多い。発見

された時、既に大きな問題となってしまい、設

計・開発をやり直さざるを得ない場合もある。

結局、納期の遅延、コストの増大、品質の低下

などの状況に陥る[1]。普通、顧客は上流工程の

段階で、「すべてを話して依頼した」、開発者

側は「顧客が要求したことは全て取り込んだ」



と思いがちである[2]。そのため、我々は上流工

程で、顧客の現行業務を正確に把握し、システ

ム化に対する顧客の要望を全て抽出すること、

及び顧客のビジネスルールや法律などに起因す

る前提、制約条件を十分に理解した上で、シス

テム開発を行うことを目指した。 

 

4．要求・要件定義工程の進め方 

上流工程を行う時に、顧客の要求を定義し、

そこからシステム要件を決定していく過程を円

滑に行うために、いくつかの方法を試行した。 

①顧客の業務内容全般を把握すること 

自動車学校の業務知識がなく、顧客から現状

の業務課題や要望を聞きだしても、システム化

の範囲を決めることが難しい状況にあった。そ

こで、まず自動車学校の業務全体を洗い出し、

各業務の関係を把握することを行った。たとえ

ば、自動車学校の指導員や事務員の業務スケジ

ュール作成や配車などの業務などについても把

握していった。それらの情報から、必要とされ

る様々な業務上の制約条件を抽出できた。これ

らの情報や制約条件を十分理解した上で、シス

テムの要件定義を行った。その結果、要求・要

件を漏れなく正しく抽出することができた。 

②顧客の業務に関する知識を持つこと 

顧客の話を聞くにしても、相手の業務に関す

る基礎知識が無ければ情報を十分理解すること

は出来ないので、顧客の業務に関することを調

べる必要がある。例えば業界用語、その業界に

関する一般的なニュース、業務の流れなどであ

る。用語を知らなければ、相手が話しているこ

とが十分理解できない。その業界のことを理解

していないと、ヒアリングの時、コミュニケー

ションの効率が悪くなって、顧客の不満を起こ

しやすい。我々は、顧客の業務に関する知識を

持って、コミュニケーションを行った。その結

果、コミュニケーション効率を向上できて、顧

客の信頼感も得た。 

③顧客が理解しやすい資料を作成すること 

顧客と開発者の対面コミュニケーションで、

顧客が開発するシステムのイメージを正確に理

解できることが重要である。しかし、顧客がコ

ンピュータやソフトウェアに関する知識を持っ

ていない場合、UMLで作成した図やシステム開発

の専門用語を理解することはかなり難しい[3]。

この対策として、我々はヒアリング時に、説明

したい内容に関して、コメントを付けた図表、

画面のモックアップなどを用意して、イメージ

を正確に持たせるようにした。これより、コミ

ュニケーションの効率を高めることができ、提

案システムの機能に対する理解をもらえた。ま

た、顧客がシステムにも、我々のチームにも好

感を持っていただけた。 

④制約条件をしっかり把握すること 

普通の予約システムでは、業務、環境（ハー

ドウェア、ソフトウェア）などの制約条件が存

在している。しかし、今回の納入先自動車学校

は、技能教習などのルールを制定する時、いろ

いろな法律上の制限を守らなければならないと

いう制約もあった。 

従って、我々も道路、自動車教習に関する法

律に対する調査作業を展開して、法律制限を十

分把握して、要求・要件定義を行った。 

こうすることで、顧客に根拠が十分だと感じ

させることができ、顧客との信頼関係を築くこ

とに有効であった。 

 

5．おわりに 

顧客の要求を定義し、そこからシステム要件

を決定していく過程を円滑に行うために、今回

我々は、前述の４つの進め方に従って、要求・

要件定義工程の作業を行った。 

その結果、要求・要件定義工程を効率的に進

められた。また、顧客との信頼関係を築くこと

に有効だった。本稿で述べた４つの進め方は、

要求・要件定義工程を進めるために、有効な手

段であると考えられる。 
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